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１．私たちの洞爺湖ｻﾐｯﾄの顛末記 

「練習は裏切らない」とこのごろつくづく思う．2004年

に「雪山職人講座」を始め，2005年の早春に雪山職人によ

る「美唄雪山ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 2005」を開始．身銭と土日，祝日の

有志の作業により，おおよそ 1000 ﾄﾝの雪山を築造．“My

雪山”はいい．好き勝手な構造を雪山に組み込む．築造途

中で，すでに一部失敗を認識．「同2006」では雪山の下に

JR ｺﾝﾃﾅを埋設し低温庫を作った．これが素晴らしい．庫内

温度は 0.5℃と全く動かないと私は感動していたが，ｺﾝﾃﾅ

を開いた時，隣の雪山職人がｺﾝﾃﾅから木の枝を引っ張り出

し，あっと言う間に持ち去り，１週間後，写真が届いた．

お見事．桜が満開（ｽﾗｲﾄﾞ１）． 

雪山の下に埋設しておいた，土嚢袋の雪を旭山動物円へ

どうやって運ぶかとか，これから雪をどうやって売るかな

どと思案中だったので感動もそこまで．で，月日は流れ，

「同2007」の途中，ｻﾐｯﾄが北海道洞爺湖で開催されること

が決まり，ﾒｲﾝﾃｰﾏが「環境」．これは，「雪山桜」でしょ，

と我々雪山職人の意気が上がった．日本と言えば「桜」，

北海道と言えば「雪」．ましてや「環境」．雪山桜が採択

されるまでの紆余曲折は実に興味深いのですが別に稿を起

こしましょう． 

そうこうしている間に，海外からのﾌﾟﾚｽｾﾝﾀｰが留寿都に建

設され（国際ﾒﾃﾞｨｱｾﾝﾀｰ，IMC，International Medium Center），

冷房に，えっ“雪”を使う報道が．冷房面積が 11000m2．

経験のない広さと“利雪”の海外発信．それは誰だって奮

い立つ．が，11月下旬に建設業者が決まり，厳寒期，厳冬

期を経て５月末竣工とは．それから，“雪”．半端な仕事

じゃないと振り向くと，そこに「雪山職人」の笑顔が控え

ていた．12月，建設業者さんと顔合わせをすると，皆さん，

雪を受け入れて行く気構えに満ち，雪山職人も居り，さら 

 

 

 

に実際に雪に関わる線を引いたり，手配をする面々，私も

含め５名の皆が本学の卒業生．内気な小生にとって何より

のﾒﾝﾊﾞｰ構成．また，雪利用に関し０からのｽﾀｰﾄではない幸

運．さらに，このﾒﾝﾊﾞｰを支えるｽﾀｯﾌもお人柄よろしく，最

優秀． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｽﾗｲﾄﾞ１ 雪山桜 

 

 この段階で，貯雪庫の大きさは決まっており，また，ｼｽ

ﾃﾑ設計の基本の基本は済ませてあったので，確認とｽﾘﾑ化か

ら．優秀な建築屋さんは緻密で優秀だ．空気の循環はやめ

て，全量，外気を導入．雪を支える穴あきﾊﾟﾈﾙの下の構造

は設計上複雑となるため，10数台ある通気用の送風機は出

口をﾍｯﾀﾞｰで繋ぐ．送気の温度調整は外気との混合により行

う．貯雪庫の壁は仮設のため，なるべく雪を壁に接しない

ように投入する．貯雪量 7000 ﾄﾝ，冷熱出力 1000kW，雪に

開ける縦穴数1000．今年の３月はほとんど雪が降らず工事

は順調だった由．運のいい建物だ（ｽﾗｲﾄﾞ２，４）． 
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北海道洞爺湖ｻﾐｯﾄ
留寿都 国際ﾒﾃﾞｨｱｾﾝﾀｰ

100m×110mの雪冷房

世界で羽ばたけ
“雪と氷”

感動の初投雪

ｻﾐｯﾄ開催

環境ｼｮｰｹｰｽ

ｽﾗｲﾄﾞ２ 国際ﾒﾃﾞｨｱｾﾝﾀｰ 

 

４月７日．いよいよ貯雪庫への初投雪．今年は雪不足．

雪の確保にはずいぶん地元の方々にお世話になった由．足

場を外さずに大胆にして大胆な投雪（ｽﾗｲﾄﾞ３）．骨格が作

られ，血肉が蓄えられて行く．いつのどの貯雪庫でも血が

沸き感動するｼｰﾝではあるが，今回はひとしお．気のあせり

もなく雪の穴あけ作業も順調に進んだ．雪の搬送，投入，

整形，雪の穴あけ作業を担ったのは，我らの雪山職人．慣

れたものだ．大きな仕事の割にはこの安心感はと多少涙ぐ

む． 

 ｻﾐｯﾄ開催は７月7日から９日まで．７月7日は私たちに

とって因縁の日だ．1998 年，北海道沼田町において始め，

2005 年岐阜県飛騨市において目的を達成したため終了し

た“雪ｻﾐｯﾄ”の毎年定例の開催日． 

ｽﾗｲﾄﾞ３ 雪の運搬と投雪 

 

 ７月６日，ﾃﾚﾋﾞのｸﾙｰとともにIMCに入った．世界各国か

ら報道関係者が到着，ｽﾀﾝﾊﾞｲ（ｽﾗｲﾄﾞ４）．現場で実際に体

験した方々の生の声を聞きたかった．で，開催前日なので

まだ早いかなとは思いつつも，外国の報道関係のﾌﾞｰｽを訪

問．いやー多少舞い上がるくらいの熱の入ったお言葉を戴

いた．ﾀｽ通信の方々だった．そして驚いた．「雪冷房」に

ついて良く勉強されていた． 

ｽﾗｲﾄﾞ４ ｻﾐｯﾄ開催 

 

 「雪山桜」も端正に会場を支えていた（ｽﾗｲﾄﾞ５）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｽﾗｲﾄﾞ５ IMCのﾛﾋﾞｰと雪山桜 

 

IMCの１階に“環境ｼｮｳｰｹｰｽ”が設置されていた．日本の

環境技術の紹介である（ｽﾗｲﾄﾞ６）．通路の床にｶﾞﾗｽ窓をは

め込み，貯雪庫の内部を覗ける構造となっていた．両手を

合わせ感謝したくなるくらい，“雪”を紹介して下さって

あった． 

ｽﾗｲﾄﾞ６ “雪”と雪冷房の模型の展示 
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ｻﾐｯﾄが“雪利用”にもたらした効果

PJ 1.G8+が世界に開いた食糧備蓄の必要性を確認
2.ﾎﾜｲﾄ熱証書の実現が進行
3.ﾎﾜｲﾄ・ﾃﾞｰﾀ・ｾﾝﾀｰの雪国での設置推進
4.北空港の雪冷房

教育 1.未来の主役=中学生への環境(利雪)教育の広い実施
2.ﾏｽｺﾐの環境問題(利雪)への認識と発言と今後のﾌｫﾛｰ

利雪のPR
1.環境総合展（札幌：6/19-21)
2.雪氷国際ｼﾝﾎｼﾞｭｳﾑ(札幌：7/2)
3.雪の市民会議（尾花沢：7/4)
4.「雪山桜」(ほとんどのﾃﾚﾋﾞ局：６月中旬～７月)
5.国際ﾒﾃﾞｨｱｾﾝﾀｰIMC（留寿都：6月下旬～7/9)

=雪利用の海外への紹介とそれによるﾌﾞｰﾒﾗﾝ効果
6.「雪の百花店」展示（室蘭工業大学： 6月上旬～8月末)
7.「夢の扉」(TBS系：7/27)

北海道千歳空港における
融雪材によるBODの環境負荷低減と

雪の冷熱利用試験 2008

雪山
100ｍ×100m×15ｍ

ｻﾐｯﾄ記念環境
総合展 H20.6.19-21

会期中，小雨の日が続いた．実は，外気を大量に使うこ

の雪冷房のｼｽﾃﾑは，当然，雨の影響を受けやすい．室内温

度24℃，湿度70％が結果の一例であるが，このﾃﾞｰﾀｰを持っ

て走った．ｲﾝﾀｰﾈｯﾄで不快指数を調べたところ“快適”．そ

れから，多少，ずーずーしくなり，昼寝をしたり，ｻｰﾋﾞｽ

の食事を戴いたり． 

 終わりはあっけなかった．閉会翌日の10日にはほとんど

の報道関係者は引き上げ，臭い，熱気さえも残しては行か

なかった．そりゃそーだ．第一線の報道のﾌﾟﾛが来ていたの

だ．物見遊山ではなかったのだと，一人残され，しんみり． 

 機器管理室に赴き，ｵﾍﾟﾚｰﾀｰさんに雪冷房について何かｸ

ﾚｰﾑでもありましたかと聞いたところ，No Squawk． 

 雪と雪山職人と私にとって，このｻﾐｯﾄは，万ぱんに張っ

た帆への台風並みの追い風（ｽﾗｲﾄﾞ７）．苦労以上の実はあっ

たのだ． 

ｽﾗｲﾄﾞ７ ｻﾐｯﾄの効果 

 

２．雪の利用促進に及ぼした北海道洞爺湖ｻﾐｯﾄ’08の効果 
 ｻﾐｯﾄが雪利用に一番大きな影響を与えたものは何かと聞

かれることも少なからずあるが，迷いなく“中学生，高校

生との交流”と答える．とくに北海道新聞が企画主催した

「ｻﾐｯﾄ出前講座」で壮瞥町の中学生に雪の話をさせていた

だき一時間余り，お互いの生活を話し合うことができた．

また，大学まで雪の利用の研究見学に来ていただいた．小

さな田舎の町の生徒さん達が大きくなり，仕事や家庭生活

で主役となった時，笑い声の絶えない豊かな社会を作るも

のと確信した．そんな時，雪を使っていただけると，もっ

と嬉しい． 

 国土交通省の航空局が企画実施している「雪を利用した

環境施策検討会 Cool Project」もすばらしい成果を収め

つつある(ｽﾗｲﾄﾞ８)．ｻﾐｯﾄがきっかけとなり発想されたと解

しているが，融雪剤で汚染された飛行場の雪が融けるとき

に発生するBODを低減しつつ，大量の冷熱としても利用し

ようとする意欲的なﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄである．私たち雪山職人は「北

空港ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」と呼び，冬の雪の融雪を遅延させることが

BOD 対策になるとは想像もしていなかった切り口である．

雪利用の可能性を探るには，これからもっと雪の間口を広

め，多くの方々に雪の貯蔵と利用など“雪”を知っていた

だき，沢山の切り口を見出すことが肝要だとつくづく思う． 

ｽﾗｲﾄﾞ８ 北空港ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 

 

 ｻﾐｯﾄ記念の環境総合展に出展した(札幌ﾄﾞｰﾑ 6/19-21 

ｽﾗｲﾄﾞ９)．会場のいたるところで“雪山桜”が咲き誇り，

また，愛知万博で活躍した“モリゾー”も特別参加した．

北海道内では記録的な９万人もの参加があり，盛況であっ

た．もちろん市民の方々に“夏の雪”を体験していただく

目的はそこそこ果たせたようにも思うが，学生達が「指示

待ち症候群」から半歩踏み出したのも嬉しい．これと似た

展示会（日経BP主催 ITpro EXPO 2008 Autumn 東京ﾋﾞｯｸﾞ

ｻｲﾄ 10/15-17）においてｸﾞﾘｰﾝ IT ｼｮｰｹｰｽでの展示の機会を

いただいた．過熱気味のIT ｿﾌﾄ業界のﾊﾞﾌﾞﾙ展示には多少う

んざりもしたが，ﾎﾜｲﾄ&ｸﾞﾘｰﾝﾃﾞｰﾀｾﾝﾀｰ(ｽﾗｲﾄﾞ 10)の短いﾚｸ

ﾁｬｰと模型の展示に少なからずの方々の興味を引いた手ご

たえを感じた．低い外気温も含め，北海道は何と“冷熱ｴﾈ

ﾙｷﾞｰの宝庫なのだろうとつくづく感動している昨今ではあ

ります． 

ｽﾗｲﾄﾞ９ ｻﾐｯﾄ記念環境総合展 

 

雪利用のﾊﾟｽﾞﾙを始めて２周回目．ｻﾐｯﾄのおかげで最後の

ﾋﾟｰｽが見つかった．「Co-Geneと情報産業と農業と“雪”」

の農・産複合体．「ﾎﾜｲﾄ&ｸﾞﾘｰﾝﾃﾞｰﾀｾﾝﾀｰ」とも「AIS ｼｽﾃﾑ

(Agriculture, Intelligence & Snow Complex)」とも呼ん
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ﾃﾞｰﾀｰ
ｾﾝﾀｰ 

熱交換器 
超軟水 

植物油 

ﾊｳｽ団地 栽培工場 

ａｎｄ/or 低温倉庫 

昇温池 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ

発電機 受電設備 

 

加工所 

150m 

1000kW 

ｻｰﾊﾞｰ室

 1000kW 20m×20m 

雪 5 万ﾄﾝ 
80m×130m×17m(h) 

雪 山 

冷
水
槽 

Agriculture, 
Intelligence 
and Snow 
Complex 

150m 

電力 

排熱 
200℃ 

冷風 

排熱 
30℃ 

冷水 
３℃ 

排水 

1100kW 

外気 

(真夏 2567h) 

(15℃以下 6193h) 

AIS Complex : 農･産複合体 

我ら雪山職人､「未来に向かって､果敢に進む」

空知で ①大回転備蓄、②零温籾乾燥 そして ③農･産複合体

事務局：美唄市役所 金子 0126-62-3131 内線2419

でいる．ｽﾗｲﾄﾞ 10を存分にご堪能下さい．農村と都市の間

の距離が短いと言われているﾖｰﾛｯﾊﾟよりも少しは進んだ，

農村と都市と「工業」が隣接し，お互いに長所を引き出し，

欠点を補う，21世紀の世界が見えて来ると思います．この

AIS ｼｽﾃﾑ立地の適地は，雪山職人が研修を積んだ母校であ

る，美唄市と沼田町であることは，雪に関わる我々の共通

の認識である． 

ｽﾗｲﾄﾞ 10 ｻﾐｯﾄに後押しされ考えた農・産複合体 

（「ﾎﾜｲﾄ&ｸﾞﾘｰﾝﾃﾞｰﾀｾﾝﾀｰ」とも「AIS ｼｽﾃﾑ(Agriculture, 

Intelligence & Snow Complex)」とも呼ぶ） 

 

 2000 年に行った「沼田式雪山」の実験が成功裏に終え，

大きな可能性に富んでいることを確認し，これを契機に提

案し始めた，私的ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ「空知2010年ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」も残す

所あと２年である(ｽﾗｲﾄﾞ 11)．大きな笑い声が響く「空知」．

「空知を世界一の穀倉地帯へ」の願いは，北海道洞爺湖ｻﾐｯ

ﾄの追い風を受け，実現へ大きく歯車が噛み，進んでいる．

「我ら開拓道民の，道民による，道民のための」ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

の初心を忘れず，日夜邁進している（時々飲んではいます

が）．「開拓道民」の諸兄，あらためて平成の開拓の民に

なりましょう． 

３．おわりに 

 利雪の進展に伴い，関連機器・ｼｽﾃﾑの開発とその基礎を

担う現象の解明に追いかけられる日々である．また，海外

との研究協力や利雪の普及活動にもかなりの時間を割かれ

る．ｻﾐｯﾄが雪の利用に与えた影響は大きく，嬉しくもある

が辛くもある．こんなにも“利雪”の世界が深く，広いも

のであるとは･･･． 

 

 目を閉じ数えるとｻﾐｯﾄ 2008前後を通し10指に余る学内

外の方々に大変ご迷惑をおかけし，ご支援を戴きました．

心よりお礼申し上げます．ありがとうございました． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 空知2010年ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

空知を世界一の「穀倉地帯へ」

米．そば．畑作．ﾊｳｽ．水．太陽光．

快適生活．教育．高齢者福祉．観光．
遊び．人．技術．雪山職人 そして

少しの都会的雰囲気と苦労が
ここにはそろっている

（そらち）

空知支庁

ここが雪山職人の主戦場

利雪の先端を走る、沼田町、美唄市、岩見
沢市のある空知。米が沢山取れ、「雪の
倉」もある。何とかできそうに思います。

 

ｽﾗｲﾄﾞ 11 「空知2010年ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」 
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